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日本感染症医薬品協会奨励賞の選考に関する規程 

 

公益財団日本感染症医薬品協会奨励賞に関する規程に基づいて、選考について、次のよう

に定める。 

 

第１条 選考委員会（以下「委員会」という）を設置し、『日本感染症医薬品協会奨励賞』

（以下「本賞」という）の選考に当たる。 

 

第２条 委員会は理事会において選出された委員５～８名をもって構成する。委員長は

委員の互選による。 

 

第３条 委員長は必要があると認めるときは、委員会の同意を得て、委員以外の意見を聞

くことができる。 

 

第４条 委員は選考の経過及び結果については秘密を守らなければならない。 

 

第５条 委員の任期は２年とし、再任は２期以内とする。 

 

第６条 授賞候補の公募は、関連学会誌及びそれに準ずる刊行物に掲載して行う。 

 

第７条 応募者は応募申請をし、所定の事項及び研究内容を記載して提出するものとす

る。応募は個人、共同いずれでもよい。 

 

第８条 選考結果は理事会に報告する。 

 

第９条 この規程の制定改廃は、委員会がこれを定める。 

 

第１０条 この規程の実施について必要な事項は別に細則として委員会が定める。 

 

附則 

１９９９年（平成１１年）３月２３日制定 

２０１３年（平成２５年）８月２日改定 

２０１７年（平成２９年）１１月６日改定 

２０２１年（令和３年）４月２２日改定 

２０２４年１１月１日改定（書式統一） 


